




















































































































































































































































































朱雀院 冷泉帝 柏木 光源氏 鬚黒 夕霧 頭中将
2 3 3 ををし
1 1 4 3 あざやか





6 2 3 24 2 なつかし
2 8 愛敬



















































































































⑿  澤瀉久孝ほか編『古典索引叢刊 3  新撰字鏡』（全国書房、1944年）。
⒀  正宗敦夫編『類聚名義抄 法下・僧上』（日本古典全集刊行会、1938年）。
⒁  鈴木一雄「『源氏物語』の女性造形と“ゆかり”」（『物語文学を歩く』、有精堂出版、1989年）。
⒂  鈴木一雄『夜の寝覚』（新編日本古典文学全集28、小学館、1996年）。
＊討論要旨
　まず、司会のノット・ジェフリー助教から、本発表は人物に対して使用された「あざやか」の用例へ
の検討であったが、使われる対象の違いで対立する関係が、人物に対するのではない、ものなどに対す
るあざやかの例をみると、同じように対立関係がみえてくるのだろうか、という質問があった。
　発表者は、装束や調度品を形容する際はそのような対立の関係はみられず、ただ、全くないとはいえ
ない、例えば髭黒にも、装束に対して「なつかし」という描写がある。光源氏にはあまり「あざやか」
という衣装の描写はないが、女房などはしょっちゅう「あざやか」という描写をされている、と回答し
た。
　相田満氏からは、『源氏物語』中の形容詞から人物造形について分類するというのはわくわくする内
容であった、と評価しながらも、資料の使い方に関して、『源氏物語』にみられる「あざやか」の用例
として『日本書紀』があがっているが、漢文資料である『日本書紀』に「あざやか」という異訓はどこ
にあったのか、と質問した。発表者は、『日本書紀』に関する用例は辞書類から得たものである、と回
答した。相田氏は、この訓読みは『日本書紀』の古注釈などによっている可能性があるため、それをあ
げるのは問題があると指摘した。発表者は、ジャパンナレッジで調べてみると、たしかに小学館の『新
編日本古典文学全集』では「あざやか」ではなく「センレイ」と訓読している。『日本書紀』の当該箇
所がすべて「あざやか」と訓釈されているわけではなく、用例としてあげているのはたしかに問題があ
るかもしれない、改めて検討したい、と回答した。
　つづいて相田氏から、古注釈の例として築島裕の『訓点語彙集成』から『大唐聖域記』の用例をひ
ろっていると思うが、『源氏物語』の文脈で、訓が付随していたかどうかを考えておくべきではないか、
と指摘した。『大慈恩寺三蔵法師伝』は仏教注釈の訓をひいており、しかも訓点がつけられた年代は1099
年、興福寺ということであり、古さという点で保証ができない。参考程度にあげる分にはよいかもしれ
ないが、厳密性を考えると問題があるのではないか、今回の発表は仮説としては興味深いものであった
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ため、以上のこともご検討いただきたい、と述べた。
　発表者は、訓点については専門ではなく、訓点を扱うのは今回が初めてだったため、勉強不足のとこ
ろもあった、また、『三蔵法師伝』は古代に流布しているものであったため、紫式部の父も所持してい
たのではないかという考えから、参考程度にあげたものであった、と回答した。
